
令和2年度 広島大学運営体制 (R2.4.1現在)

役員

越智 光夫学長

理
事

教育担当

グローバル化戦略担当

平和・基金・アジア担当

学術・社会連携担当

霞地区・教員人事・広報担当

財務・総務担当

(非常勤)

(非常勤)

監事
野上 智行

栗栖 長典

小澤孝一郎
ﾌﾝｸ ｶﾛﾘﾝ
吉村 幸則
金子 慎治
津賀 一弘
岩永 誠
河原 能久
秀 道広
神谷 研二
相原 玲二
藤原 章正
仁科 陽江
小林 信一
高田十志和
西村 善文
大段 秀樹

全学共通教育担当

外国語教育担当

学生支援担当

グローバル化推進担当

医系科学研究担当

図書館担当

産学連携担当

研究開発担当

復興支援・被ばく医療担当

情報・ＩＲ担当

学術院担当

ダイバーシティ担当

人間社会科学担当

先進理工系科学担当

統合生命科学担当

医系科学担当

木内 良明 病院担当

副学長

学長補佐
竹内 哲弘 土肥 博雄

相田美砂子
校友会・基金担当
研究人材育成担当

業務執行組織

総合戦略室
グローバル化推進室

基金室
監査室

教育室

国際室

学術・社会連携室

医療政策室

部局長室
運営支援部

財務・総務室

上席副学長

学長特命補佐

（
兼
）
副
学
長

宮谷 真人

渡邉 聡

佐藤 利行

楯 真一

田中 純子

俵 幸嗣

藤田 和己

上重 五郎

副理事等
林 光緒 教育企画担当
由井 義通 附属学校担当
長谷川博文 教育部長
西谷 元 ＳＧＵ担当
迫田久美子 日本語教育担当
丸山 恭司 国際企画担当
南 哲人 国際部長
難波 博孝 研究企画担当
安井 弥 研究企画担当
西嶋 渉 研究マネジメント担当
槇原 晃二 地域連携担当
田原 栄俊 産学連携担当
佐々本隆司 研究連携担当
原 準一 学術・社会連携部長
大元 利彦 図書館部長
新本陽一郎 病院運営支援部長

（兼）医療政策担当
今田健太郎 法務担当
石田 洋子 男女共同参画担当
山川 和義 人事制度担当
山内 雅弥 広報担当
長谷川泰二 東京オフィス担当
渕村 剛司 財務・総務部長
木村 貴彦 施設部長
河村 敦 人事部長
畑尾 武海 基金室長（兼）広報部長
西村 浩二 情報部長
吉岡 守 東広島地区運営支援部長
林 茂雄 霞地区運営支援部長

学長特任補佐
平手 友彦 栗田 雄一
梅村 比丘 富永依里子
北村 拓也

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
政
府
は
４
月
７
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
を
、
東
京
な
ど
７
都
府
県
に
発
出
し
た
。
本
学

で
も
留
学
先
か
ら
帰
国
し
た
学
生
の
感
染
判
明
を
受
け
て
、
同
２
日
に
学
長
を
本
部
長
と
す
る

「
広
島
大
学
危
機
管
理
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
毎
週
の
会
議
開
催
を
決
め
た
。
４
月
９
日
現
在

の
主
な
対
応
方
針
は
左
記
の
通
り
。

新
し
い
運
営
体
制
が
ス
タ
ー
ト

　

学
生
及
び
教
職
員
は
、
起
床
時
の
体
温
、

自
覚
症
状
な
ど
を
毎
朝
確
認
し
、
体
温
が

３
７
．
５
度
以
上
の
場
合
な
ど
自
宅
待
機
の

項
目
に
該
当
す
る
場
合
は
、
学
生
は
チ
ュ
ー

タ
ー
又
は
指
導
教
員
、
教
職
員
は
労
働
時
間

管
理
者
あ
て
に
メ
ー
ル
等
に
よ
り
連
絡
し
、

２
週
間
自
宅
で
待
機
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

連
絡
を
受
け
た
チ
ュ
ー
タ
ー
等
は
、
各
部

局
支
援
室
、
教
育
部
学
生
生
活
支
援
グ
ル
ー

プ
及
び
財
務
・
総
務
部
総
務
グ
ル
ー
プ
あ
て
、

労
働
時
間
管
理
者
は
人
事
部
福
利
厚
生
グ
ル

ー
プ
及
び
財
務
・
総
務
部
総
務
グ
ル
ー
プ
あ

て
、
自
宅
待
機
状
況
報
告
書
を
提
出
願
い
た

い
（
病
院
勤
務
の
職
員
は
、
病
院
で
定
め
る

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
）。

　

当
該
健
康
確
認
に
よ
り
、
自
宅
待
機
と
な

る
場
合
は
、
特
別
休
暇
（
有
給
休
暇
）
又
は

在
宅
勤
務
制
度
に
よ
る
対
応
と
な
る
。

　

４
月
３
日
か
ら
当
面
の
間
、
本
学
の
課
外

活
動
は
中
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
な
お
、
今
後
の
感
染
の
広
が
り
等
を
考
慮
し
な

が
ら
、
適
宜
、
延
長
や
見
直
し
が
行
わ
れ
る
。
こ

の
度
の
中
止
内
容
は
左
記
の
通
り
。

・
４
月
３
日
か
ら
当
面
の
間
、
課
外
活
動
は
中

止・
新
入
生
勧
誘
の
ビ
ラ
配
布
、
見
学
・
体
験
、

イ
ベ
ン
ト
等
も
学
内
外
で
禁
止

・
課
外
活
動
施
設
、
屋
内
お
よ
び
屋
外
施
設
も

閉
鎖

・
大
人
数
で
の
集
会
等
は
行
わ
な
い
こ
と

・
公
園
等
で
シ
ー
ト
を
敷
い
た
り
、
携
帯
椅
子

等
を
用
い
た
り
す
る
花
見
を
行
わ
な
い
こ
と

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
の
中
止

（
ま
た
は
延
期
）

　

本
学
で
運
用
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
支
援

シ
ス
テ
ム(

Ｂ
ｂ
９)

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
利
用

し
て
、
遠
隔
授
業
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
な

ど
を
積
極
的
に
活
用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

は
４
月
８
日
に
（
学
部
１
年
生
対
象
科
目
は
、

４
月
15
日
（
水
）
開
始
）、
対
面
に
よ
る
授
業

は
５
月
７
日
（
木
）
に
開
始
す
る
。

 

学
生
及
び
教
職
員
各
自
が
健
康
確
認
を

 
課
外
活
動
の
中
止
等

 

対
面
授
業
は
５
月
７
日
開
始

　
４
月
１
日
か
ら
運
営
組
織
を
左
記
の
通
り
改
編
し
た
。
理
事
は
留
任
の
３
人
と
新
任
の
３
人
に
加
え
、

非
常
勤
の
２
人
を
起
用
。
病
院
担
当
の
上
席
副
学
長
を
置
い
た
。
副
学
長
は
従
来
の
９
人
か
ら
７
人
増
の

16
人
体
制
と
し
、
全
学
共
通
教
育
、
外
国
語
教
育
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
、
学
術
院
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

な
ど
の
担
当
に
加
え
、
新
研
究
科
に
対
応
す
る
人
間
社
会
科
学
、
先
進
理
工
系
科
学
の
担
当
を
設
け
た
。　

 

居
住
地
を
越
え
る
不
要
不
急
の
移
動

 

自
粛
を

　

当
該
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
居

住
地
域
を
越
え
て
の
不
要
不
急
の
移
動
（
出
張

及
び
研
修
出
張
を
含
む
）
の
自
粛
を
お
願
い

し
て
い
る
。
教
員
が
国
内
に
お
け
る
出
張
又
は

研
修
出
張
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
分
の

間
、
あ
ら
か
じ
め
出
張
者
が
直
接
、
労
働
時
間

   

危
機
管
理
対
策
本
部
を
設
置

　
　
　
～
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
へ
全
学
体
制
～

監
督
者
等
の
承
認
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

令和
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広
島
Ｆ
Ｍ
放
送
の
番
組
「
大
窪
シ
ゲ

キ
の
９
ジ
ラ
ジ
」
内
で
毎
月
放
送
さ
れ

て
い
る
「
広
島
大
学
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
パ

ス
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
、
本
学
の
教
員
や

学
生
が
出
演
中
。
第
35
回
／
４
月
６
日

は
医
系
科
学
研
究
科
の
坂
口
剛
正
教
授

広
島
大
学
基
金
寄
附
者

 

ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
石
田　

栄
作　

様

▼
石
田　

満
彦　

様

▼
医
療
法
人 

昇 

平
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク  

様

▼
医
療
法
人S.R.C.

　

中
光
整
形
外
科
リ
ハ
ビ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　

　

院
長　

中
光　

清
志　

様

▼
医
療
法
人
エ
ム
・
エ
ム
会

　

理
事
長　

白
川　

泰
山　

様

▼
医
療
法
人
お
ち
眼
科
医
院

　

理
事
長　

越
智　

温
子　

様

▼
医
療
法
人KOC

　

金
谷
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

理
事
長　

金
谷　

篤　

様

▼
医
療
法
人
社
団

　

浜
中
皮
ふ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

理
事
長　

浜
中　

和
子　

様

▼
医
療
法
人
社
団
楓
会　

林
病
院

　

理
事
長　

林　

淳
二　

様

▼
医
療
法
人
社
団
慈
恵
会
い
ま
だ
病
院

　

院
長　

大
杉　

健　

様

▼
医
療
法
人
社
団
仁
慈
会

　

理
事
長　

安
田　

克
樹　

様

▼
医
療
法
人
社
団
ス
マ
イ
ル

　

博
愛
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

理
事
長　

高
杉　

啓
一
郎　

様

▼
医
療
法
人
社
団
清
流
会

　

理
事
長　

永
井　

賢
一　

様

▼
医
療
法
人
社
団
マ
ッ
キ
ー

　

理
事
長　

松
木　

啓　

様

▼
医
療
法
人
社
団
ま
り
も
会

　

理
事
長　

平
松　

廣
夫　

様

▼
医
療
法
人
昭
和
原
田
整
形
外
科
病
院　

　

理
事
長　

原
田　

昭　

様

▼
医
療
法
人
せ
い
ざ
ん
青
山
病
院

　

院
長　

大
村　

泰　

様

▼
医
療
法
人
た
か
ま
さ
会

　

理
事
長　

山
﨑　

正
志　

様

▼
医
療
法
人
ヒ
ラ
タ
会
理
事
長

　

平
田　

誠　

様

▼
医
療
法
人
明
笑
会

　

理
事
長　

安
本　

正
徳　

様

▼
植
松　

栄
介　

様

▼
宇
佐　

弘　

様

▼
大
谷　

美
奈
子　

様

▼
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長　

佐
々
木
直
義　

様

▼
越
智　

光
夫　

様

▼
株
式
会
社
紀
陽

　

代
表
取
締
役
社
長　

寒
川　

起
佳　

様

▼
株
式
会
社
総
合
広
告
社

　

代
表
取
締
役
副
会
長　

坪
井
高
義　

様

▼
株
式
会
社
ダ
イ
ク
レ

　

代
表
取
締
役
社
長　

山
本　

浩　

様

▼
株
式
会
社
に
し
き
堂

　

代
表
取
締
役　

大
谷　

博
国　

様

▼
株
式
会
社
日
本
ク
ラ
イ
メ
イ
ト
シ
ス
テ
ム
ズ

　

代
表
取
締
役
社
長　

松
尾　

則
宏　

様

▼
株
式
会
社
バ
ル
コ
ム

　

代
表
取
締
役　

山
坂　

哲
郎　

様

▼
株
式
会
社
や
ま
だ
屋

　

代
表
取
締
役　

中
村　

靖
富
満　

様

▼
河
原　

能
久　

様

▼
坂
下　

勝　

様

▼
佐
藤　

利
行　

様

▼
中
国
電
力
デ
ル
タ
会　

様

▼
徳
重　

誠　

様

▼
戸
田
工
業
株
式
会
社

　

取
締
役
社
長　

寳
來　

茂　

様

▼
橋
本　

正
毅　

様

▼
藤
高　

邦
宏　

様

▼
弁
護
士　

緒
方　

俊
平　

様

▼
八
木　

誠
一
郎　

様

▼
結
城　

清　

様

（
五
十
音
順
）

※
２
月
１
日
か
ら
２
月
29
日
ま
で
に
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
、公
開
に
つ
い
て
承
認
い
た
だ

い
た
方
を
掲
載
。給
与
控
除
に
よ
る
分
割
寄

附
の
方
は
、初
回
控
除
の
時
の
み
掲
載
。

令
和
２
年
度
就
業
規
則
の
改
正

　
職
員
の
労
働
条
件
や
服
務
規
律
を
定
め

る
「
就
業
規
則
」
を
令
和
２
年
３
月
24
日

付
け
で
改
正
し
た
。
施
行
日
は
４
月
１
日
。

■
主
な
就
業
規
則
の
改
正
概
要

【
常
勤
職
員
及
び
契
約
職
員
（
フ
ル
タ
イ

ム
）
関
係
】

▼
住
居
手
当
：
対
象
と
な
る
家
賃
の
下
限

額
引
上
げ
，
手
当
額
の
上
限
額
引
上
げ
を

段
階
的
に
実
施
及
び
そ
れ
ら
に
伴
う
手
当

額
算
出
式
の
変
更
（
現
行
手
当
額
か
ら
の

増
減
幅
▲
２
，
０
０
０
円
～
＋
５
０
０
円
）

（
具
体
例
）

・
家
賃
額
６
１
，
０
０
０
円
の
場
合
：
現

行
手
当
額
２
７
，
０
０
０
円
→
変
更
後
手

当
額
２
７
，
５
０
０
円
（
＋
５
０
０
円
）

▼
私
傷
病
に
よ
る
病
気
休
職
：
復
職
時
に

産
業
医
面
談
を
必
須
化
し
、
ま
た
復
職
後

１
年
以
内
に
同
一
又
は
類
似
の
疾
病
に
よ

り
休
職
し
た
場
合
、
復
職
前
後
の
休
職
を

通
算
す
る
（
通
算
５
年
を
上
限
）

【
契
約
職
員　
関
係
】

▼
単
価
：
常
勤
職
員
給
与
と
の
均
衡
で
水

準
が
低
い
号
俸
（
令
和
元
年
度
一
時
金
支

給
対
象
）
に
つ
い
て
、
月
給
額
（
フ
ル
タ

イ
ム
）
を
１
，
０
０
０
円
増
額
、
時
間
給

額
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）
を
９
円
増
額

▼
結
婚
等
休
暇
及
び
子
の
看
護
休
暇
：
有

給
化
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）

▼
年
次
有
給
休
暇
：
雇
用
契
約
の
更
新
等

に
よ
り
付
与
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
場
合
の
付
与
日
を
、
採
用
か

ら
６
月
経
過
し
た
日
か
ら
、
付
与
対
象
が

明
ら
か
に
な
っ
た
更
新
等
の
日
に
付
与
時

期
を
見
直
し
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）

【
契
約
職
員
及
び
非
常
勤
職
員　
関
係
】

▼
通
勤
手
当
：
支
給
対
象
に
勤
務
形
態
が

週
２
日
以
下
又
は
１
日
３
時
間
未
満
の
も

の
を
追
加
（
交
通
費
支
給
が
あ
る
も
の
は

対
象
外
）

【
常
勤
職
員
、
契
約
職
員
及
び
非
常
勤
職

員　
関
係
】

▼
通
称
使
用
：
対
象
に
性
別
違
和
に
よ
り

呼
称
を
使
用
し
て
い
る
も
の
を
追
加

※
詳
細
は
「
い
ろ
は
」
の
お
知
ら
せ
参
照

広
島
大
学
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
パ
ス

４
月
の
放
送

（
広
島
Ｆ
Ｍ
）

  

本
年
１
月
か
ら 

キ
ャ
ン
パ
ス
内
全
面
禁
煙

人
間
社
会
科
学
、
先
進
理
工
系
科
学

の
両
研
究
科
を
大
学
院
に
設
置

　
令
和
２
年
度
、
人
間
社
会
科
学
研
究

科
と
先
進
理
工
系
科
学
研
究
科
を
設
置

し
、
４
月
１
日
に
両
研
究
科
で
看
板
除

幕
式
を
行
っ
た
。

　

昨
年
度
設
置
さ
れ
た
統
合
生
命
科
学

研
究
科
、
医
系
科
学
研
究
科
と
合
わ
せ
、

11
研
究
科
を
４
研
究
科
と
し
た
。

　

今
後
は
、「
解
決
す
べ
き
課
題
の
多
様

化
、
複
雑
化
、
高
度
化
に
対
応
す
る
た

め
に
、
一
層
深
い
専
門
性
に
加
え
て
、

幅
広
い
教
養
と
俯
瞰
的
・
多
角
的
視
野

が
出
演
、
第
36
回
／
４
月
20
日
（
月
）

は
副
理
事
（
国
際
企
画
担
当
）
の
丸
山

恭
司
教
授
と
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
カ

ミ
ガ
キ
ヒ
ロ
フ
ミ
氏
（IC4DESIGN

）

が
出
演
予
定
。
中
高
生
に
向
け
て
広
島

大
学
の
魅
力
に
加
え
、
自
身
の
学
生
時

代
や
研
究
内
容
な
ど
を
語
る
。

（人間社会科学研究科の除幕式）

 

第
14
期

 

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　
　

 

―
29
人
に
授
与
―

　
３
月
11
日
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
リ
ー

ダ
ー
認
定
証
授
与
式
が
行
わ
れ
、
本
学
の

第
14
期
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー

（
Ａ
Ｌ
）29
人
に
、宮
谷
理
事・副
学
長（
教

育
担
当
）
よ
り
認
定
証
が
授
与
さ
れ
た
。

　
本
学
は
、
個
人
や
社
会
・
環
境
や
状
況

の
多
様
性
を
良
く
理
解
し
、
様
々
な
文
脈

に
お
い
て
「
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
利
用

し
や
す
さ
・
参
加
し
や
す
さ
）」
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
多
様
な
可
能
性
を
開
拓
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
「
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ａ
Ｌ

Ｐ
）」
を
推
進
し
て
い
る
。

　
Ａ
Ｌ
Ｐ
は
本
学
が
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開
発
し
、
平
成
18
年
度
よ
り
開
始
し
た
先

進
的
な
人
材
育
成
・
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
同
21
年
６
月
に
は
産
学
官
連
携
に
よ

る
「
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
育
成

協
議
会
（
会
長
：
越
智
光
夫
学
長
）」
が

発
足
し
、
以
降
全
国
的
に
Ａ
Ｌ
Ｐ
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

   　
　
　
　

Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
版
２
０
２
０

　
　

令
和
元
年
度
は
、
全
国
19
大
学
２

企
業
２
行
政
機
関
で
Ａ
Ｌ
Ｐ
が
実
施
さ

れ
、
１
級
Ａ
Ｌ
55
人
（
う
ち
本
学
学
生

14
人
）、
２
級
Ａ
Ｌ
２
３
６
人
（
う
ち
本

学
学
生
13
人
・
教
職
員
２
人
）
が
新
た

に
誕
生
し
た
。

　

３
月
24
日
、『Tim

es Higher Education 

世
界
大

学
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
版
２
０
２
０
』
が
公
表
さ
れ
た
。

　
本
学
は
、
公
表
さ
れ
た
大
学
２
７
８
校
の
う
ち
、
昨

年
と
同
じ
12
位
で
あ
っ
た
（
国
立
大
学
で
は
10
位
）。

　
昨
年
と
比
べ
て
総
合
ス
コ
ア
が
向
上
し
、
指
標
別
で

は
、
教
育
充
実
度
、
教
育
成
果
の
ス
コ
ア
も
向
上
し
た
。

　
上
位
12
位
ま
で
の
大
学
と
総
合
ス
コ
ア
は
、
以
下
の

と
お
り
。
詳
細
は
、Tim

es Higher Education
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

総合順位 大学名 総合スコア

1 83.0
(3) (80.2)
2 81.5
(1) (82.0)
3 81.2
(2) (81.9)
3 81.2
(7) (79.0)
5 79.7
(4) (79.5)
6 79.6
(5) (79.3)
7 79.5
(5) (79.3)
8 78.9
(8) (77.9)
9 77.7
(9) (77.5)
10 77.2
(10) (76.7)
11 74.3
(11) (72.7)
12 72.6
(12) (71.8)

※(　  )は昨年のデータを表す。

東北大学

京都大学

東京大学

東京工業大学

九州大学

広島大学

北海道大学

名古屋大学

大阪大学

筑波大学

国際教養大学

国際基督教大学

 

＿

本
学
は
国
内 

12
位　

総
合
ス
コ
ア
向
上 

＿ 

を
持
つ
人

材
を
育
成
す

る
」
た
め
、

新
し
い
研
究

科
や
研
究
科

等
連
係
課
程

の
設
置
構
想

を
進
め
る
。


